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令和５年度 学校経営計画・自己評価書       足立区立第四中学校 

校長   難波 浩明  

１ 学校教育目標 

・自ら学ぶ人 

・心のひろい人 

 ・たくましく生きる人 

２ めざす学校像、児童・生徒像、教師像 

○学校像 

・確かな学力と健やかな心と体を着実にはぐくむ学校 

・保護者、地域から信頼され、愛される学校 

・学校と家庭、地域が一体となり、チームとして教育活動を推し進める学校 

○児童・生徒像 

・将来を見つめ、自ら主体的に学ぶ生徒＜四中ＡＣＡＤＥＭＩＣＳ＞ 

・礼儀正しく思いやりがあり、社会に貢献できる品位ある生徒＜四中ＨＯＳＰＩＴＡＬＩＴＹ＞ 

・夢や目標の実現に向けて、粘り強く自ら主体的に取り組む生徒＜四中ＳＰＩＲＩＴ＞ 

○教師像 

・日々の授業や教育環境の充実を目指し、工夫・改善を図る教師 

・厳しくも、温かく誠実で、生徒の気持ちにより添える教師。生徒の個性や可能性を引き出し伸ばす、面倒見の良い教師 

・家庭、地域との信頼関係を大切にし、連携、協力しながら、問題解決を図る教師 

３ 学校の現状及び前年度の成果と課題 
＜学校の現状＞ 

〇授業に前向きに取り組む生徒が多く、全体的に落ち着いた雰囲気の中で、教育活動が実施されている。 

〇明るく素直で、学習意欲があり、自己を高めるための努力をする生徒が多い。 

〇昨年度は、感染症防止のための行動制限が少しずつ緩和されたこともあり、運動会も保護者の方の参観に制限は設けたものの、ほぼ平常時のプログラ

ムに戻して実施することができた。また、１、２年生の魚沼自然教室についても、地元の人たちや中学生との交流を図るなど、新たなプログラムを模索

しながら、成功裡に終えることができた。一方、職場体験学習や合唱コンクール等については、総合的に判断し、中止とした。今年度は、昨年度以上に 

行動制限が緩和されると考えられるので、感染症防止を継続しながらも、平常の活動に戻していきたい。また、学校行事、部活動、当番活動、係活動、

委員会活動等に、より主体的に取り組ませ。生徒の主体性や自己肯定感を高めていきたい。 

＜昨年度の成果と課題＞ 

〇学力の定着・向上を図るために、学力調査等の結果・分析に基づき、授業改善及び授業外の学習の取組の一層の充実を図る。 

〇学習指導要領を踏まえ、アクティブラーニングの視点（主体的、対話的で深い学び）から、足立スタンダードに基づいた授業改善を推進するとともに、 

 指導と評価の一体化の一層の充実を図る。 

〇ねらいに応じて、これまでのＩＣＴ機器の利活用に加え、一人一台タブレットやＡＩドリル等の効果的な活用を図る。 

〇不登校問題の解決に向けて、養護教諭、ＳＣ、ＳＳＷ、教育相談コーディネータ、登校サポーター、関係機関、関係小学校等との連携の一層の充実を

図る。また、巡回指導教員、専門員、特別支援教育コーディネータを中心に、組織的に連携を図り、特別支援教育の充実を図る。 

 



 ２ 

４ 重点的な取組事項 

 内    容 
実施期間（年度） R:令和 

R2 R3 R4 R5 R6 

１  学力向上アクションプラン ○ ○ ○ ○ ○ 

２  生きる力をはぐくむ教育活動の充実 ○ ○ ○ ○ ○ 

３  社会に開かれた教育課程の推進 ○ ○ ○ ○ ○ 

４  夜間学級の教育活動の充実 ○ ○ ○ ○ ○ 
 

５ 令和４年度の重点目標 
 

重点的な取組事項－１ 学力向上アクションプラン 

Ａ 今年度の成果目標 
達成基準 

（目標通過率） 
実施結果 

（通過率結果） 
コメント・課題   

達成度 
◎〇△● 

確かな学力の定着と知的好奇心や
自己肯定感をはぐくむ指導の充実 

令和５年度区調査 
 目標通過率 ７５%  
年度末到達度テスト 
 目標正答率 ７０% 

令和５年度区調査（３教科） 
平均通過率⇒８２．７％ 
年度末到達度テスト 
平均正答率⇒７０．４% 

今年度の３教科全体の平均通過率は、昨年度
に比べ、約３．４ポイント上昇し、約８２．
７％に、平均正答率も、約０．６ポイント上
昇し、約７３．３％となった。 

 ◎ 

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

新
・
継 

アクション 

プラン 

対象・ 

実施教科 

頻度・ 

実施時期 

具体的な取り組み内容 

(誰が、何を、どのように) 

達成確認 

方法 

達成目標 

（＝数値） 
(いつ・何を・どの程

度) 

実施結果 コメント・課題 
達成度
◎〇△● 

継
続 

 

学習 

ウィーク 

 

全生徒 

英語 

数学 

５月～ 

２月 

月に１週（土曜授業日のあ

る週）を学習ウイークとし 

毎朝１０分間の復習テス

トを行う。土曜授業日の１

コマを全校英語又は数学

とし、１週間の復習を兼ね

た教え合い学習を行い、そ

の後確認テストを行う。不

合格者は次の週の放課後

補習を受け再テストに臨

み、合格するまで取組む。 

確認テスト 

再テスト 

 

 

 

全員合格 

 

 

年間を通して、計画

どおりに実施し、確

認テストが不合格だ

った生徒も、おおむ

ね合格することがで

きた。 

既習事項の確認や、

基礎学力の定着のた

めに今後も継続して

いく。次年度につい

ては、区の方針に基

づき、土曜日授業の

回数が減るため、確

認テストは、平日の

６校時後に行う。 

◎ 
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継
続 

自 主 的 な

家 庭 学 習

へ の 取 り

組 み を 促

す指導 

全生徒 

・全教科 
通年 

授業の受け方や家庭学習

の仕方を示した冊子「各教

科の学習法」を配布し、自

主的に家庭学習に取り組

む指導を継続する。 

連絡帳（毎日提

出）で確認する。 

冊子の４月

配布 

各教科の学習法を予

定通り配布し、全生

徒に意識付けを図る

ことができた。 

宿題がなくとも自主

的に家で学習する生

徒の割合は区平均よ

りも９．４％高い。 

◎ 

継
続 

放課後 

学習教室 

希望生徒 

・全教科 

・定期考

査前等 

個別に支援し、理解が不十

分な内容の解消を図る。 
開講教科 ５教科実施 ５教科実施できた。 

実技教科も質問があ

れば対応していた。 
◎ 

継
続 

サ マ ー ス

ク ー ル の

実施 

全学年・

５教科 

夏 季 休

業日 

当該年度の前半期の内容

について学習のつまずき

を図る。 

日数 

開設教科 

７日間実施 

５教科実施 

予定どおり実施する

ことができた。 

１年生の課題のある

生徒に、７日間数学

特訓教室を実施。 

◎ 

継
続 

論 理 的 な

思 考 力 の

向上 

全生徒 

・全教科 
通年 

「論理的思考を進めるた

めに必要な発言ルール」

「論理的思考を進めるた

めの思考スキル」を掲示 

掲示の有無 

発表活動や作文

等での活用 

４月の掲示 

活用率８０% 

以上 

 

発表の際に、参考と

して、おおむね活用

されていた。 

各教室にルールを掲

示し、意識化を図っ

た。 

〇 

継
続 

各種検定 
希望生徒 

・３教科 

 

年間 

 

年３回、校内において、英

検、数検、漢検を実施する。 
回数 年３回実施 

予定どおり実施でき

た。 

図書室に、対策問題

集を整備した。 
◎ 

継
続 

教 員 の 指

導 力 の 向

上 

全教員 

年間 

授業の始めに、「めあて」

や「学習課題」を示し、 

学習活動の見通しを示す。 

区調査 

肯定的評価

８０％以上 

 

年度末のアンケート

の肯定的評価は、８

０．９％であった。 

区の平均値は超えた

が、より徹底を図る

必要がある。 

〇 

新
規 

年間 

生徒の興味・関心や自己肯

定感を高める指導の工夫

を行う。 

生徒アンケート 

肯定的評価

４月時より

超える。 

 

勉強は好きと答えた

肯定的評価が、４月

時より少し増えた。 

興味関心を高める導

入や展開の一層の工

夫が必要である。 

〇 

継
続 

年間 

学習のねらいに応じて、 

ＩＣＴ機器を効果的に活

用する。 

面接、授業観察 全教員 

昨年度に比べ、全教

科を通して活用され

ていた。 

より効果的な活用法

を学ぶ必要がある。 
〇 

継
続 

年間 
小中連携研修を年間７回

行う 
回数 年７回 年７回実施できた。 

主題にかかる調査で

８０％以上の生徒の

肯定的評価を得た。 

 ◎ 

新
規 

年間 

授業や朝学習、補充教室、

長期休業日等でＡＩドリ

ルを効果的に活用する 

面接、授業観察 
５教科教員 

 

今年度より、朝学習

で、読書に加え、Ａ

Ｉドリルを行った。 

次年度はＡＩドリル

を行う朝学習の時間

を実質５分増やす。 

〇 
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重点的な取組事項－２ 生きる力をはぐくむ教育活動の充実 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題   達成度 

キャリア教育の求める汎用的能力の向上
と不登校の組織的な対応の充実を図る。 

学校生活アンケートの基本的な生活の項目 
の肯定的な回答を８０％以上にする 

学校生活アンケートの基本 
的な生活の質問項目に対す 
る肯定的な回答が９０％を 
超えている。 

次年度も自ら気持ちの
よい挨拶ができる生徒
の育成に重点を置き、
継続的に指導を行う。 

  ◎ 

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

課題対応能力・ 
自己理解・ 
自己管理能力の育成 
 

学校生活アンケートの学

校生活に主体的に参加し

ている項目の肯定的回答

が８０％以上 

日々の委員会活動や学級活動、 
学校・学年行事、部活動等に生徒
が主体的に取り組む指導を継続的
に行う。 

学校行事や生徒会、委員会、

部活動等に主体的に参加し

ているかとの質問に肯定的

な回答が９０％を超えた。 

運動会、学芸発表会、

合唱コンクール等の行

事で、実行委員会が主

体的に運営していた。 

 

 

  ◎ 

人間関係形成・ 
社会形成能力の育成 
 

学校生活アンケートのコ
ミュニケーションスキル
やチームワークに関する
項目で、肯定的な回答が
８０％以上 

各教科、総合的な学習の時間等
におけるグループワークの指導や
挨拶の指導に継続的に取り組む。 

コミュニケーションスキル
やチームワークに関する質
問項目で、肯定的な回答が
９０％を超えた。 

自ら声に出して気持ち
のよい挨拶ができるよ
う、継続して様々な場
面で指導し学校全体の
挨拶の意識を高める。 

 

 

  〇 

キャリアプランニン
グ能力の育成 
 

学校生活アンケートの 
学ぶことや働くことの 
意義に関する項目で、肯 
定的な回答が８０％以上 

自己理解を基本に３年間を見通し
た進路指導を行うとともに、学ぶ
意味や目的を理解させ、自ら主体
的に学ぶ姿勢を養う。                             

学ぶことや働くことの意義
に関する質問項目で、肯定
的な回答が８０％以上であ
った。 

４年ぶりに、第２学年
において職場体験を実
施することができた。 

 

  ◎ 

不登校の組織的な対
応の充実 

月１回の「心の声」（生活

アンケート）やいじめア

ンケート（区年３回）及

びＱＵ（２回）の実施。 

 

サポートルームの定期的

な開設と校内委員会の充

実 

 
・学校独自の生活アンケートやい
じめアンケート、ＱＵ検査等をも
とに、生徒の実態を教職員で把握
共有し、組織的な指導に生かす。 
 
・月～金にサポートルームを定期 
的に開設するとともに、校内委員 
会を週１回、外部機関との連携を 
取りながら実施する。 
 

・月１回の「心の声」（学校生

活アンケートに）を計画どお

り行い、いじめの未然防止、

特別な支援が必要な生徒の早

期発見等に活用した。 

 

・登校サポーターや生活指導

員を中心に、毎日開設するこ

とができた。 

・特別支援委員会を週１回開

催し、一人一人の状況と個に

応じた支援の在り方について

協議した。 

落ち着いた学校生活を

送るための基本的な指

導はできている。特別

支援教室の運営は組織

的に行われているが、

個別の課題を解決する

ために、外部機関との

連携を重視するととも

に。保護者の理解と協

力を得ながら。継続的

な支援を図る。 

 

 

 

 

 

 

  〇 
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重点的な取組事項－３ 社会に開かれた教育課程の推進 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題   達成度 

保護者・地域・外部機関との連携を図り
社会に開かれた教育課程を推進する。 

・学校運営協議会を年６回以上開催 
・開かれた学校づくり協議会を年４回以上
開催する。 

今年度も、予定どおり、実
施することができた。 

教育方針の周知や教育
活動の様子等について
理解を深めることがで
きた。 

  ◎ 

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

学校評価の工夫・改

善による充実した教

育活動の展開 

重点的な取組項目を概

ね達成させる。 

〇土曜事業部会 
・月 1回のあいさつ運動や道徳地区
公開講座の参観などを行い、生徒
の状況や教育課題を共有する。 

〇小中連携部会 
・中学 1年生に学校生活に関するア
ンケートを取り、結果を学校と共
有し、中 1ギャップの解消に役立
てる。 

〇家庭教育部会 
・保護者対象に講演会を開催し、教
育課題を共有し、地域や家庭の教
育に生かす。 

〇評価部会 
・教員と意見交換会を行い、課題の
解決に向けて協力を得る。 

〇広報部会 
・広報紙を２回作成する。 

 

・あいさつ運動は、土曜授

業日に実施し、生徒の様子

や学校の現状を理解しても

らうことができた。 

・中１アンケートは予定ど

おり行われ、生徒の気持の

変化を理解する資料として 

集約することができた。 

・家庭教育部会や評価部会

のメンバーと教員との意見

交換は、開かれた学校づく

り協議会の場で行われ、教

育活動の在り方を考える上

で貴重な機会となった。 

学校運営協議会や開か

れた学校づくり協議会

は、学校のパートナー

としての機能を十分に

果たしており、今後も

学校の教育活動の良き

理解者としての機能を

果たしていくことを期

待する。特に、今年度

は、運動部の部活動の

指導者が見つからず、

学校運営協議会で情報

共有したところ、迅速

に紹介していただき、

円滑に実施することが

できた。 

 

 

 

 

 

 

  ◎ 

 

 

 

 

地域の力を活用した

生徒の健全育成 

地域行事へ生徒をのべ 

８０人派遣し、地域関係 

者の指導を得る機会に 
する。 

・地域行事に生徒を派遣し、地域関
係者との交流を通じて地域に貢献す
る態度と社会人としてのマナーを養
い、自己肯定感を高める。 

・地域のおやじの会や地少
協のこども祭りや地域の伝
統文化体験、吹奏楽部の子
ども会での演奏等、延べ約
８０名の生徒が参加した。 

１１月には、生徒会主
催で地域の清掃活動を
行い、延べ約１５０人
の生徒が参加した。 

 

 

 〇 

学校の教育方針・教

育活動の発信と情報

提供 

学校説明会３回、学校だ 

より１０回の発行、ＨＰ 

の毎日の更新 

学校での生徒の活躍や生活の様子を
積極的に発信し、学校の教育活動へ
の理解を深め、家庭での教育の一助
とする。 

学校説明会、学校だよりの
発行に加えて、毎日ホーム
ページを更新し、学校の様
子を伝えた。 

ＨＰでは、生徒の学校
生活の様子を写真でア
ップし、閲覧回数を増
やすことができた。 

 

  ◎ 
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重点的な取組事項－４ 夜間学級の教育活動の充実 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題   達成度 

生徒一人一人の事情や学習の状況を踏ま
えた教育活動を充実させる。 

生徒の実態に応じた学年や学級を提 
示し、環境への円滑な適応を図ると 
ともに、個に応じた指導の工夫を図 
り、８０%以上の肯定的評価を得る。 

年末に行われた相談期間での面談
等で、８０%以上の生徒の肯定的評
価を確認する。 

一人一人の習熟度や生
徒の状況等に配慮して
学級編成を行った。 

  ◎ 

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

学習指導の充実 

生徒一人一人の事情や

学力の状況を踏まえた

個別指導を行い、相談期

間での面談等で８０%以

上の肯定的評価を確認

する。 

・生徒一人一人の事情や学習

の状況を踏まえた個別指導の

充実を図る。 

・入学前面接を重視し(質問事

項の改善、見学時の対応の変

更等)生徒情報を入学後の適

切な指導に役立てる。 

不登校経験者や高齢者など多様な

生徒を受け入れ、個々の状況を踏

まえた計画のもと、習熟度別学習

やティームティーチングによる個

別指導を行った結果、年末の相談

期間での面談等で、８０%以上の生

徒の肯定的評価を確認する。 

特別な支援を要する生

徒や様々な事情を抱え

た生徒の入学希望者が

増えている。今後は、

特別支援教育について

より一層の理解を深め

ていく必要がある、 

 

 

 

  ◎ 

夜間学級の理解を深

める広報活動 

区内中学校への広報活 

動の充実と区内中学校 

からの形式卒業者の適 

切な受け入れを進める。 

・学校公開や区内３４校への
広報活動などを通じて、夜間
学級への理解を深め、形式入
学者の受け入れを拡充する。 
・公共な場所に入学案内のチ
ラジを置いてもらうとともに
ホームページで広報を行う。 

９月以降、中学校長会や中学副校
長会等で、夜間学級の教育活動を
紹介するとともに、夜間学級の全
教員で、区内公立中学校３４校の
訪問を行い、理解を深める活動を
行なった 

区内中学校からの不登
校経験者の受け入れは
一定数できているが、
夜間学級の教育活動に
適性をもった生徒の発
掘は、今後も継続して
いく。 

 

 

 

  ◎ 

特別活動の充実 
学校行事や夜間学級連 
合行事へ８０％以上の 
生徒が参加する。 

・事前指導を充実させ意欲的
に行事に参加する姿勢を養う 
・所属意識や自己肯定感を高

めていくために、事後指導で

の発表活動等を行う。 

都内にある夜間学級８校で行う、

連合体育大会、生徒会交流会、連

合作品展を実施できた。学校行事

は、ほぼ全員が予定どおり参加し、

生徒同士の交流や集団に貢献する

態度を養うことができた。 

自然教室や遠足を実施

し、不登校経験者の中

には生まれて初めての

宿泊行事となった生徒

もおり、充実した経験

になった。 

 

 

  ◎ 

ＧＩＧＡスクール構
想の推進 

全教員が生徒一人一台

タブレットを効果的に

活用した授業を行う。 

・一人一台タブレットの活用

事例についての研修を行うと

ともに、授業のねらいに応じ

た活用を図る。 

今年度より、ＧＩＧＡスクール構

想の推進を図るチームを設け、計

画的に一人一台タブレットの活用

の研修を実施し授業に生かした。 

教員により、活用の頻

度が異なるため、次年

度も継続的な研修を実

施し活用度を高める。 

 

  〇 

  



 ７ 

６ まとめ 
（１）今年度の成果と次年度に向けた課題及び解決の方向性 

＜確かな学力の定着と知的好奇心や自己肯定感をはぐくむ指導の充実＞ 

〇３教科全体の平均通過率は、昨年度に比べ、約３．４ポイント上昇し８２．７％に、平均正答率も、約０．６ポイント上昇し、約７３．３％となった。問題教科領域別正答

率においては、区の平均正答率と比べ、数学の「数と式」が３年生で、１０．１ポイント、２年生で１２．７ポイント上回っており、全体的には、数学ウィークの取組等が反

映されたと考える。また、国語でも、「書くこと」が３年生で８．５ポイント、２年生で９．５ポイント上回っており、総合的な言語活動の積み重ねが結果につながっていると

考える。 

〇１年生は、平均正答率で、国語は１３．０ポイント、数学は２０．８ポイント、英語は１４．１ポイント、目標値を上回っていた。小学校での学習の成果が表れていると考

えるので、継続して学習に取り組ませる。 

〇２年生は、平均正答率で、国語は１６．７ポイント、数学は２２．７ポイント、英語は１５．９ポイント、目標値を上回っていた。特に、英語では、「書くこと」について、３年

生で８．５ポイント、２年生で１３．８ポイント、目標値を上回っており、統合的な言語活動の成果が表れている。 

〇３年生は、平均正答率で、国語は８．２ポイント、数学は１５．０ポイント、英語は１３．６ポイント、目標値を上回っていた。英語の「読むこと」については、３年生で１０．

５ポイント、２年生で１９．５ポイント、目標値を上回っているが、数学と同様に、Ａ層とＤ層が学力の差が、広がってきているのが課題である。授業における個に応じた

支援に加え、基礎学力の定着のため、朝学習、学習ウィーク、サマースクール、放課後補充などの取組を通して、つまずきの解消を図る必要がある。 

〇学習意識調査で、「宿題がない時でも家で勉強する」と回答した生徒は、６６．４％で、区の平均５７．０％を９．４ポイント超えてはいるものの、前年度自校で「宿題が

ない時でも家で勉強する」と回答した生徒は、７１．１％で、４．７ポイント下回る結果となった。家庭学習の重要性について、継続的に生徒に理解を図る必要がある。 

〇「勉強が好きだ」と回答した生徒は、４０．３％と区平均３４．１％を超えてはいるものの、生徒数の半分に満たないため、分かりやすい授業や生徒の知的好奇心や興

味・関心を高める授業、自己肯定感を高める授業、キャリア教育の充実など、様々な工夫や個に応じた支援が必要である。 

＜生きる力をはぐくむ教育活動の充実＞ 

〇感染症が５類扱いとなったことに伴い、４年ぶりに２学年の職場体験や学校全体での合唱コンクールを実施することができ、キャリア教育の求める汎用的能力をは

ぐくむ場を広げることができた。今後も教員の指導力の向上を図るとともに、生徒の話を聴く、気持ちを受け止めるなど、生徒の気持ちに寄り添う姿勢を大切にしたり、

自己決定の場や生徒が活躍できる場面を設定し、個性を生かしたり、努力を認めたりしながら、自己肯定感を高めていく。 

〇週１回の校内委員会を核とし、教職員や関係機関がチームとして取組み、特別支援教室の効果的な実施や不登校率の減少に向けた情報共有を行うとともに、サ

ポートルームでの個別の対応を行った。今後も専門家の知見を生かし、支援充実を目指す。 

＜社会に開かれた教育課程の推進＞ 

〇今年度より、地域での清掃活動や様々なボランティア活動の場が増え、自ら参加する生徒が数多く見られたが、ボランティア活動に関する学校生活アンケートの結

果では、肯定的な回答が、６０％以下にとどまったため、ＰＲを積極的に行うとともに、活動の場を広げていきたい。 

＜夜間学級の教育活動の充実＞ 

〇昨年度に比べ、ＧＩＧＡスクール構想に基づき、担当教員の明確化を図った結果、大型提示装置に加え、一人一台タブレットの活用が広がった。今後も、研修等を

通して、情報の共有化や指導力の向上に努めるとともに、タブレットの管理の徹底を継続していく。 

（２）保護者や地域の方へのメッセージ 

〇おかげさまで、令和５年度の教育活動も予定どおり無事進めることができた。保護者の皆様、地域の皆様に深く感謝申し上げたい。学校の教育活動はコロナ前の

状況に戻ってはきたが、感染症やインフルエンザは、ゼロにはなっていないため、今後も継続して、生徒の安全や健康に十分配慮していく。 

 


